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第4章 4 「固有値と固有ベクトルの計算」 第2回
例題 方程式 x3 − 7x+ 6 = 0を解け．

解 P (x) = x3−7x+6とおく．P (x)へ代入して 0となる xを探すと，例え x2 +x −6
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ばP (1) = 1−7+6 = 0となる．よって，P (x)は x−1で割り切れる (こ
れを因数定理という)．割り算を計算して，P (x) = (x− 1)(x2 + x− 6)

となるから，さらに因数分解して，P (x) = (x − 1)(x − 2)(x + 3) = 0

より，解 x = 1, 2, −3を得る．

1. 次の方程式の解を求めよ．

(1) x3 − 5x2 + 8x− 4 = 0 (2) x3 − 6x2 + 11x− 6 = 0

2. 行列
3 −1 −1
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について，次の問いに答えよ．

(1) 固有値を求めよ． (2) 固有ベクトルを求めよ．




